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はじめに 

 

 平成 25 年度に文部科学省『地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）』に採択された

「子育て支援を主軸とした地（知）の拠点事業『きょう育の和』」は、来年度の平成 28 年

度で４年目のシーズンに入ります。本事業の目的は、『子育て・子育ちに関わる機関・団

体・学生に学び合いの場を提供する“教育”』、『地域が共に子育てに関わる社会を育む“共

育”』、『世代間の循環による地域活性化を目指す“郷育”』の、３つの『きょう育』を実現

し、和歌山を子育てしやすく、住みよい『和（なごみ）の街 和歌山』として活性化する

ことです。この最終目標を達成するため、平成 25 年度・26 年度は骨格作りのホップとし、

きょう育の和センターを中心に和歌山県・和歌山市との連携を深め、地域を志向した教

育・研究・社会貢献活動を全学的に取り組む体制作りに努めてまいりました。その成果は、

平成 25・26 年度成果報告書として取りまとめています。 

 今年度、平成 27 年度からの 2 年間は、肉付けのステップと位置づけています。本報告

書では、平成 27 年度の成果を取りまとめました。まず、教育面では、郷土愛に溢れた人

材育成のために、和歌山地域を志向した教養科目群『紀の国わかやまと世界』を開講しま

した。さらに、和歌山市と連携し、子育て・子育ち支援施設『ふれ愛ルーム・木のおうち』

を学内に開所し、教育・研究・社会貢献の新たな拠点を築いてまいりました。この子育て

家庭・学生・教職員の学び合いを推進するフィールドで、学生の課題解決力やコミュニケ

ーション力、表現力といった実践力育成を目指す、『実践的教育プログラム』が実施され

ています。また、この拠点を中心として形成された子育て・子育ち支援ネットワーク『共

育の輪』では、ネットワーク参加団体によるイベントが本学内で開催されました。このイ

ベントには、企画段階から多くの学生が参加し、教育面でも大きな成果を上げています。

最後に、和歌山県と連携し、子育て・子育ちを支援できる人材育成を目指した独自の認定

資格『子育て・子育ちサポーター』養成講座をスタートさせ、必修科目である『地域子育

て・子育ち支援論』を開講しました。本講座を通して、数多くの学生が、和歌山における

子育て・子育ちの課題を解決するために必要な知識・技能を身につけています。 

 本事業の助成期間は平成 29 年度までですが、この事業はそこで終了する訳ではありま

せん。最終年は、本学が地（知）の拠点大学として出発するスタートの年であり、これか

らの 2年間は、そのためのジャンプの期間と考えています。この歩み始めた取組を着実な

ものにし、本事業の最終目標である『世代間の循環による地域活性化を目指す“郷育”』

を成し遂げられるよう、地域の人々と共に、和歌山を再生し、活性化していく『地（知）

の拠点』作りに取り組んでまいります。 

和歌山信愛女子短期大学 

きょう育の和センター長  

芝田 史仁 
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１．事業概要 

名称：子育て支援を主軸とした地（知）の拠点事業『きょう育の和』 

概要：和歌山県における以下の３つの『きょう育』（子育て・子育ちに関わる機関・団体・

学生に学び合いの場を提供する『教育』、地域が共に子育てに関わる社会を育む『共育』、

教育から共育、そして郷育へ、この世代間の循環による地域活性化を目指す『郷育』）を

実現し、和歌山を子育てしやすく、住みよい『和（なごみ）の街 和歌山』として活性化

する試みである。この事業において、和歌山市と連携し、教育・研究・社会貢献を融合し

た拠点を作る一方、教養科目改革により、教育の地域志向化を促進する。さらに、和歌山

県と連携し、子育てを支援できる人材育成を目指した独自の認定資格養成講座を開設する

とともに、子育てを支援する機関・団体・子育て当事者をつなげるネットワークを構築す

るものである。 

 

２．組織体制 

１）きょう育の和センター 

 学内組織として『きょう育の和センター』を設立する。本センターには、学長により任

命されたセンター長・副センター長、委員が配属し、教育・研究・事業・広報の作業部会

を設けている。本センターが中心となり、子育て・子育ち支援拠点『きょう育の森』、基

礎教養科目群『紀の国わかやまと世界』、『子育て・子育ちサポーター』養成講座、子育て・

子育ち支援ネットワーク『共育の輪』の地（知）の拠点４事業の推進を担っている。 
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３）子育て・子育ち支援拠点『きょう育の森』を中心とした実践的教育プログラム 

① 事業内容 

 和歌山市と連携し、子育て・子育ち支援拠点『きょう育の森』を設置する。学内に残る

豊かな自然環境と学内施設の一部からなる、この教育・研究・社会貢献が融合した拠点を、

行政、NPO・NGO、専門機関、地域、子育て当事者、学生、大学が共に子育て・子育ちにつ

いて『学び合う場』とし、『人と繋がる拠点』とする。この拠点において、学生が実際に

子育てに悩む保護者や子ども達と関わることで、地域の課題に真剣に向き合い、解決に向

けて努力できる人材育成を目指す。 

 

② 平成 27年度計画 

 『きょう育の森』の子育て支援事業と連携し、卒業研究・生活文化ゼミを中心に少人数

による課題解決型学習プログラムを行う。さらに、学習成果の達成状況についてアンケー

ト調査を行う。 

 

③ 成果 

 平成 27 年度は、アクティブラーニングの手法を取り入れた 9 件の教育プログラム（下

記一覧）が実施され、110名の学生が参加した。 

 

◎ 教育プログラムのテーマと参加学生数 

プログラムのテーマ 科専攻 教員 学生数 

乳幼児の子どもの動きについて 保育 森崎 8 名 

人形劇（ぐりとぐらのえんそく、三匹のこぶた） 保育 小笠原 9 名 

ミュージックベルの演奏・絵本ミュージックシアター 保育 田原 9 名 

移行対象について 保育 森定 9 名 

行事と自然に関わる保育実践研究 保育 芝田 9 名 

子育て支援について～保護者と共に歩む保育を目指して～ 保育 森下 9 名 

遊具を使った子どもの生活や生活空間理解調査 生文 千森 9 名 

ひのきくんを用いた空間創造力への試み 生文 千森 7 名 

美容とフルーツの関係 生文 伊藤 ４名 

乳幼児期の「健康と食生活」に関する実態調査 食物 堺 

吉田 

三好 

土井 

西出 

46名 
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＜アンケートのまとめ＞ 

テーマ  「子育て支援について～保護者と共に歩む保育を目指して～」 

伊賀冴香 田畑実咲 丸山梨央 山田桃花 大野祐香 河島彩華 嶋田菜月 園部榛那 

林由貴 （森下ゼミ生） 

 

【はじめに】 

 わが国では、核家族化や地域の崩壊等により子育ての孤立が社会問題となっている。厚

生労働省による平成 24 年度の児童虐待の相談対応件数は、児童虐待防止法施行前（平成

11 年度）の 5.7 倍に増加し約 67000 件であった。そのうち主な虐待者の 57.3％が実母で

あった。「社会で子どもを育てる」ことが言われ始めてから 25 年経過しているが、改善に

至っていないのが現状である。今年度より子ども子育て支援新制度が開始され、子育て支

援の充実がより一層強化されることとなった。その中で、子育て支援の中心的担い手とし

て、保育者に期待が寄せられている。 

本研究では、保護者が求める保育者像や、保育現場における保護者支援の現状等を理解す

ることを目的とする。それらを通して、子育て支援について理解を深め、保護者と共に歩

む保育について検討する。 

 

【研究活動】 

1.スクラップ、文献研究、ゼミでの話し合い等で子育てについて現状を理解する。 

2.保護者、保育者に対するアンケート調査（平成 27年 6月～7月） 

3.保護者にアンケート調査結果をポスター発表で報告（平成 27年 11 月 4日） 

4.保育士、保護者が共に育つ保育園「アトム共同保育園」「つばさ共同保育園」を一日体

験（平成 27年 11月 12日） 

5.調査報告を通して、地域の方々と子育て支援について考える（平成 27年 12月 13 日） 

 

【方法】保護者、保育者に対するアンケート調査 

調査日時：平成 27年 6月～7月 

対象者：①保育者：97名（研修会及び研究会で保育者に協力を得た） 

    ②保護者：53名（木のおうちと子育てサークルの保護者に協力を得た） 

 

【結果】 

(1)保護者に対するアンケート調査の結果 

 調査対象者（53名）のうち 20歳代 21％、30 歳代 58％、40歳代 19％であった。保護者

が保育者に求めること（図１）は、20 歳代は「明るさ」「話しやすさ」「優しさ」、30歳代

は「優しさ」「話しやすさ」「コミュニケーション力」であった。また、「新任先生に子ど
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もを預ける事に不安を感じる」（図２）と答えた保護者は 30歳代のみであった。具体的に

保育者に対して不安を覚えたエピソードでは、「子どもの様子を見ていない」「型通りの対

応」「書類業務や準備などに追われていて、周りが見えていない」であった。 

    

  

 

(2)保育者に対するアンケート調査の結果 

保育で心がけていること（図３）では、「心の発達」「教育」「人間関係」が上位であった。

新任の時に悩んでいたこと（図４）では、「保護者との人間関係」「子どもへの関わり方」

「職場への人間関係」が上位であった。 

 

   

 

【考察】 

本研究の結果より、保護者が保育者に求めていることは「優しさ」「話しやすさ」であっ

た。保護者にとって、子どもを他者に安心して預けることができるためには、保育者自身

が優しさをもって、共感・受容的態度で保護者や子どもと関わることが必要である。「新

任の保育者に子どもを預けることに不安はあるか」については、30 歳代のみ「不安がある」

の回答があった。これは、子育て経験の差が年代別の差にあらわれたと考えられる。20歳

代の保護者は、育児経験が浅く分からないことも多いため、専門性を持つ保育者に「不安

がある」の回答がなかったのだと考えられる。30歳代の保護者は育児経験を積んでいる人

もいるため、自分より若い保育者に子どもを預けることに不安を感じる人が多いという結

果となったのではないかと考える。 

図１．保護者が保育者に求めること 図２．新任先生に子どもを預けることは不安ですか 

図３．保育で心がけていること 図４．新任の時に悩んでいたこと 
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 保育者が日々保育で心がけていることは「心の発達」であった。保育者を目指す学生は

ピアノ等の保育技術に関してばかり悩みがちであるが、新任の先生方は子どもや保護者へ

の関わり方や職場での人間関係に悩むことが多いという結果であった。このことから、学

生時代に多様な人と関わり人間関係を構築する経験を重ねていくことが必要である。その

ためには、わからないことはわからないと言える素直さを大切にして、人とつながる経験

を重ねコミュニケーション力を身につけ、内面を磨いていくことが大切であると考える。 

 

＜まとめ＞ 

 9名のゼミ生は、1年間を通して「子育て支援」について実践的研究を行ってきました。 

「木のおうち」や「子育て広場」に参加されている保護者に、子育てについて色々なお話

を聞かせていただいたようです。また、学生が考える子育て支援についてどのように感じ

られるかなどヒヤリングを行いました。その結果をゼミ生で検討しアンケートを作成しま

した。 

 このような活動を繰り返す中で、「子育て支援はなぜ必要か？保育者になったときどの

ように支援していけばよいのか」を学生なりに考えることができました。また、保護者か

らの温かいまなざしと期待を学生は肌で感じ子育て支援への想いが高まったようです。 

学生時代に学んだ理論と実践を結びつけながら、子育て支援に理解がある保育者と育って

いくことを願っています。（担当：森下順子）     
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３）子育て・子育ち環境としての和歌山を対象とした学科横断的研究 

① 事業内容 

 子育て・子育ち環境として、和歌山の暮らし・文化・自然・地域を捉え直し、新たな支

援策に結びつける研究を、保育科・生活文化学科生活文化専攻・食物栄養専攻の枠を超え

て行う。専門分野を超えた研究者間の連携を促すことで、多様な視点から子育て環境につ

いての研究を行う。特に、文化・自然・地域ネットワークの３テーマに沿った研究を奨励

する。 

 

② 平成 27年度計画 

 子育て・子育ち環境としての和歌山を対象とした学科横断的研究では、調査・研究の実

施、研究成果に対する評価を行う。また、『地域志向教育研究奨励金制度』の運用では、

奨励金支給、次年度公募、選定委員会開催、支給者決定を行う。 

 

③ 成果 

 平成 27年度に奨励研究として採択されたのは、以下の３テーマである。 

 

「災害に備える紀伊半島の住まいの地域特性に関する研究」 

所 属 名  生活文化学科生活文化専攻 

研究代表者  氏名   千森 督子  

 

「和歌山県内に生息する森林性稀少ほ乳類の生息調査」 

所 属 名  保育科  

研究代表者  氏名   芝田 史仁 

 

「乳幼児をもつ母親のソーシャル・サポートと育児負担感との関連性」 

所 属 名  保育科 

研究代表者  氏名  森下 順子 

 

 これらの研究のうち 2 件は、その成果を本学紀要に掲載する予定であり、あと一件は平

成 28 年度中に学会等で発表される予定となっている。 

 また、平成 28年 1月に平成 28年度の『地域志向教育研究奨励金』の公募を行った。３

月に 5件を最大に、次年度奨励研究の選定を行う予定である。 
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Ⅴ．活動報告（全体） 
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１）ＳＤ／ＦＤ合同研修会 

① 平成 27年度計画 

 本事業を全学的に推進し、教育研究の地域志向を進めるための、全教職員を対象とした

研修会を実施する。 

 

② 成果 

 4月 1 日、本学全教職員を対象に、平成 27年度の本事業計画と実施体制に関する研修会

を実施した。 

 

③ 自己評価 

 本研修会を通じて、本事業の目的と計画を全教職員が理解し、全学的に推進する体制を

整えることができた。 

 

２）『きょう育の和センター』の運営と、『連携協議会』 

① 平成 27年度計画 

 センター長を中心に、作業部会（教育・研究・事業・広報）を通じて、計画立案、環境 

整備、広報活動等、本事業を先導し、推進していく。また、本学代表と県、市の担当者か

らなる『連携協議会』を随時実施し、地域の声を事業に反映する。 

 

② 成果 

 平成 27年度は、芝田史仁きょう育の和センター長 森下順子副センター長を中心とし

て、計 11名の教職員をセンター委員に任命し、きょう育の和センターの運営を行った。

きょう育の和センター会議は定例月 1回とし、2月現在で計 8回実施した。 

  

◎ きょう育の和センター会議議題 

平成２７年度第１回きょう育の和センター会議 

 日時：平成２７年４月１３日（月）１６：３０～１８：００ 

 場所：小会議室 

１．議案 

 １）ワーキンググループについて 

 ２）平成２７年度事業について 

 ３）物品購入について 

４）実践的教育プログラムについて 

５）木のおうち、子育て支援教材 

６）子育て相談・ミニ講座 
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３）広報活動 

① 平成 27 年度計画 

 チラシ・ポスター・パンフレットの作成・配布、本学ホームページへの掲載等を通じて

情報を開示する。さらに、きょう育の和センターニュースレターを 2 ヶ月に１回発行し、

学生や地域住民への広報に努める。 

 

② 成果 

 作成したチラシは以下の通りである。 

 

チラシのテーマ 配布時期 

教養科目群『紀の国わかやまと世界』について 9 月 

『地域子育て・子育ち支援論』公開講座 6 月 

ふたご・みつご大交流会 8 月 

図書館『きょう育の和コーナー』について 11 月、1月 

 

 また、『ふれ愛ルーム木のおうち』・『子育て広場』ニュースレターを 2ヶ月に１回、計 6

回発行する（社会貢献で既出）。さらに本学の取組を紹介するニュースレターを特別号と

して1月に発行した。また、本学ホームページ（http://www.shinai-u.ac.jp/kyoikunowa/）

に本事業での取組を随時掲載し、情報公開に努めた。 

 

③ 自己評価 

 地域住民を対象としたアンケート調査では、本学が、和歌山県における『地（知）の拠

点』大学として、地域に関する教育・研究・社会貢献活動を推進していることを知ってい

ると答えた保護者の割合が『ふれ愛ルーム 木のおうち』利用者で 56.0％、『子育て広場』

利用者で 74.4％、となっている。この結果は、本学の広報活動の成果であると評価できる。 
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◎ 保育科における COC の取り組みについて 
１．地域志向科目について（平成 26 年度導入） 
 「次世代をつくる保育のエキスパート～地域貢献で育ち合う～」をテーマに、地域の子

育て支援を推進する保育者、良質な子育て・子育て環境に関する専門性をもち、保育の資

質向上に貢献できる保育者を育成することを目標に取り組まれている。地域志向科目の目

的は、「社会貢献の理論と実践」においては、「保育者として必要な子育て支援活動ができ

るようになるために、子育て支援か集おうにおける課題解決能力を身に付けている」、「地

域貢献活動の実践」は、「地域貢献活動のエキスパートになるために、保育者として実践

的技能・態度を身につけている」である。本科目は保育科 2 年生対象であり、クラスの枠

を超えたグループ編成（1 グループに学生 10 名、教員 1 名から 2 名を配置）の中で課題

解決型学習を行い主体的な学びを推進している。 
 授業内容は、①松戸市の保育施設、行政が行う子育て支援活動の実際について DVD で

視聴、保育者の話を聞き理解、②その後グループ討議や個々でワークシートの作成、レポ

ートなどをまとめている。③フィールドワーク、④グループ発表（学生フォーラム）、⑤

レポート作成である。 
 またポートフォリオを作成し振り返りや自己分析・評価し自己課題解決に結びつけてい

る。評価の概要であるが、学生による自己評価・教員による評価・外部評価である。学生

による自己評価はコンピテンシー到達度自己評価 50 項目、教員による評価は、振り返り

シート・実践活動のまとめ・レポートや「私にできる子育て支援」の実践報告書である。

外部評価は、学生フォーラムに講義を依頼した保育者に参加してもらい評価を求めている。

外部講師の講評は、保育は子どもだけではないことに気づいて現場に出ることの意義は大

きい、学生がいるだけで存在価値があるなであり、こうした理解のもとで実現しているこ

とに感謝されているとのことであった。 
 本取り組みの成果は、①学生の地域志向に対する意識の変化、②学生の子育て支援につ

いての理解の深まり、③学生の「保育者とつながる」姿勢に変化があった、④教員と保育

現場のつながり、⑤地域からの期待であるとのことであった。 
 課題は、①フィールドとなる幼稚園・保育所・子育て広場との連携、②子育て支援の拠

点作り、③学生への継続した指導、④教員の研究成果の活用であるとのことであった。 
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く、研究を通して実践と理論の在り方を深めているそうだ。また、本学と同じ学科である

ことからも視察を通して学ぶべきことがたくさんあった。COC 事業は、課題解決型学習

など、学生が主体となるように工夫され、目標も明確であること、学生による自己評価シ

ートも非常に丁寧に分析されていることなど、本学の取り組みの課題に向けて非常に参考

となることであった。 
 先生方は忙しさの中にも楽しみや充実感を得ながら前向きに取り組まれていると感じ

た。また、教育研究推進部知財戦略兼地域連携の事務部がすべての助成金について熟知し

教員より信頼を得ていることも、COC 事業を含む助成金獲得につながっているようだ。 
 平成 25 年度 COC 事業採択校として、今後も連携と情報交換を行いながら取り組んでい

くことができることに感謝したい。今回、先生方のご配慮で非常に内容の濃い視察であっ

た。今後の本学の COC 事業がより良い事業となるように参考としていきたいと考える。 
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２． 外部評価委員の紹介 森下 

３． 事業成果説明 芝田 

 以下の事業について説明する。 

＜教育＞ 

1. 新基礎教養科目（『紀の国わかやまと世界』）を含む 4領域） 

2. 『子育て・子育ちサポーター』養成講座 

3. 子育て・子育ち支援拠点『きょう育の森』を中心とした実践的教育プログラム 

4. 和歌山地域を志向した地（知）の拠点図書『きょう育の和コーナー』 

（補足）大山：2月から移動図書館を実施している。 

＜研究＞ 

5. 子育て・子育ち支援ネットワーク『共育の輪』構築に向けた実践的研究 

6. 『共育の輪』専用ポータルサイトの運用 

7. 子育て・子育ち環境としての和歌山を対象とした学科横断的研究と『地域志向教

育研究奨励金制度』の運用 

（補足）芝田：報告書について、3 月 15日が最終報告であるため、現時点では

中間報告にとどめる。 

（補足）大山：中間報告書について、解像度が低く読み辛いページがあるため、

確認が必要であればデータを用意する。 

＜社会貢献＞ 

8. 子育て・子育ち支援拠点『きょう育の森』における子育て支援事業の実施 

（補足）芝田：学生用子育て広場・木のおうち利用者アンケートに関して、利用

していない学生含む、全学学生にアンケートを取った。 

9. 『母親の再就職支援事業』『潜在保育士・幼稚園教論、潜在栄養士の学び直し支援

事業』の実施 

10. 『専門教員や講師による子育て講座、子育て相談』の実施 

11. ミニシンポジウムの開催 

＜全体＞ 

12. SD・FD合同研修会 

13. 『きょう育の和センター』の運営と、『連携協議会』の開催 

14. 広報活動 

15. 事業改善のため、COC選定大学視察の実施（聖徳大学短期大学部） 

16. 事業の進歩状況に関するアンケート調査の実施 

17. 自己点検評価委員会による自己点検評価ならびに外部評価委員会による外部評価

の実施・報告書作成 

＜予算実績について＞ 
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◎ 規程等（組織） 

 

きょう（教・共・郷）育の和センター規程 

 

（設置） 

第1条 和歌山信愛女子短期大学に『きょう（教・共・郷）育の和センター』（以下「セ

ンター」）を置く。 

２ センターの部屋は大学内に設置する。 

（目的） 

第2条 センターは以下のことを目的とする。 

（１） 教育の拠点として、和歌山地域を志向した教育の充実に努める。さらに、

子育て・子育ちに関わる行政、専門機関、子育て当事者、学生、大学の学

び合いの場を提供する（教育）。 

（２） 研究の拠点として、和歌山の自然、文化、生活を対象とした研究活動を奨

励する。 

（３） 社会貢献の拠点として、子育て当事者、地域、専門機関、NPO・NGO、行政、

大学等が共に子育て・子育ちに関わる社会を形成する（共育）。 

（４） 教育により郷土愛に目覚めた若者が、地域と共に課題に向き合う中で共育

社会がうまれる。そして、新たな世代を育む。そんな世代間の循環による

地域活性化を目指す（郷育）。 

（活動） 

第3条 センターは、目的を遂行するため以下の活動を行う。 

（１） 地域を志向した教育課程の編成に関すること 

（２） 認定資格『子育て・子育ちサポーター』養成講座の運営に関すること 

（３） 子育て・子育ち支援拠点『きょう（教・共・郷）育の森』と連携した実践

的教育プログラムに関すること 

（４） 子育て・子育ち支援に関わる、子育て当事者、地域、専門機関、NPO・NGO、

行政、大学等のネットワーク形成に向けた実践的研究と子育て・子育ち支

援ネットワーク『共育の輪』の運営に関すること 

（５） 『子育て・子育ち環境としての和歌山』を対象とした学科横断的研究に関

すること 

（６） 『地域志向教育研究奨励金』の運用に関すること 

（７） 子育て・子育ち支援拠点『きょう（教・共・郷）育の森』の運営に関する

こと 

（８） 母親の再就職支援と潜在保育士・幼稚園教諭や潜在栄養士の学び直し機会
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